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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「加古川北高校のみなさんへ」 

関西学院大学教育学部初等教育学科４回生 白石 陽菜  

 

 ３週間という短い期間でしたが、本当にありがとうございました。この教育実習で先生方、そして皆さんから

多くのことを学びました。ホームルームでは、たくさん話しかけてくれる子がいて、授業では一生懸命授業を聞

いて、楽しもうとしてくれる子がいて、本当に嬉しかったです。心強かったです。 

私が皆さんに伝えたい事は、「全力を恥ずかしがらない」ということです。勉強も部活も遊びも全てにおいて全

力で取り組んで下さい。本読み、大きな声で読んで下さい。グループワーク、みんなと協力することを楽しんで

下さい。部活動、教えてもらうのではなく自分から学ぼうとして下さい。何事にも一生懸命取り組めば、必ず助

けてくれる人がいます。見てくれている人がいます。同じ気持ちを持った仲間が集まってきます。高校生活、そ

して卒業してからも何事にも全力で取り組んで、たくさん吸収して下さい(^^)本当にありがとうございました！ 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「貴重な三週間」 

神戸親和女子大学文学部総合文化学科４回生 村岡 美帆乃  

 

 私は加古川北高校へ実習に来られることをすごく楽しみにしていました。実習は３週間という短い間でしたが、

実りのあるとても貴重な日々を送らせてもらいました。授業では２年６組で現代文を、２年２組で古典を持たせ

ていただきました。私はとても緊張していて、分かりにくかったところも多かったと思います。しかし、どちら

のクラスも一所懸命に聞いてくれて、分からないところはみんなで助け合ってくれたおかげで無事実習を終える

ことが出来ました。年次レクリエーションでは、ペタンクに参加させていただき、６組や２組の生徒以外のクラ

スの子とも関わることができました。休み時間や掃除の時間、部活動でも気さくに話しかけてもらい、時間があ

ればもっと色々な話ができたのにな、と思いました。みんなが少し近づけた頃だったので、このまま実習を続け

たいと思いました。また教師になって加古川北高校に戻ってきたいと思います。みなさんも夢に向かって頑張っ

てください。応援しています。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「教育実習を終えて」 

武庫川女子大学文学部日本語日本文学科４回生 滝野 祐羽  

 

 まずは、教育実習を受け入れてくださった加古川北高校の先生方、生徒の皆さんに心から感謝いたします。３

週間、授業やホームルームを担当させていただき、多くのことを学ぶことができました。皆さんが毎日明るく挨

拶をしてくれたり、話しかけたりしてくれたことが、とてもうれしかったです。 

 担当させていただいた１年生は、実習中に大縄大会や模擬選挙の準備があって、クラスで活動して楽しかった

です。模擬選挙はどうなったのかな？気になります。 

 高校生の皆さんを見ていて、私が加古川北高校に生徒として通っていたのが、ついこの間のことのように感じ

ました。高校生活も、大学生活もあっという間に終わってしまいます。皆さんには、後で後悔しないように今を

全力で過ごしてほしいなと思います。そのためには、やりたいことがあれば後回しにせずにどんどんやるべきだ

と思います。皆さんが加古川北高校で充実した高校生活を送れますように。 
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「教育実習を終えて」 

甲南大学文学部社会学科４回生 神吉 こりん  

 

３週間「教師」という立場を体験させていただき、とても貴重な時間を過ごさせて頂きました。特にホームル

ーム教室や授業を担当させて頂いたクラスは、未熟な実習生を温かく受け入れて下さったことを本当に感謝して

おります。 

授業をつくる難しさやその授業を生徒に伝える難しさを痛感し、教科書の内容だけでなく生徒に興味を持って

もらえるような工夫が必要であることを実感しました。また、活気のある授業を行うためには普段からの生徒と

の信頼関係の構築が必要であり、授業面だけでなく、ホームルームや普段の学校生活での教師の態度や行いが授

業に繋がっていることに気付くことができました。 

４年ぶりに母校に帰ってきましたが、学校の雰囲気や生徒の皆さんの明るさ、先生方の温かさは変わっておら

ず、加古川北高校は良い学校だと改めて実感しました。母校で教育実習ができたことを心から感謝しております。

３週間本当にありがとうございました。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「加古川北高校を担う皆さんへ」 

近畿大学法学部法律学科４回生 木下 朋大  

 

 この度教育実習をさせて頂いた木下です。この３週間、至らぬ点も多々ありましたが、先生並びに生徒の皆さ

んに助けられたおかげで最後にズボンが破れても無事にやりきることができました。１年５組を担当させていた

だきましたが、中学生の前での授業や研究授業、そしてレクリエーションなどで５組と一緒に過ごすことができ

たのはとても良い思い出です。また、１年６組、１年７組で授業をやれたこともとても楽しかったです。 

 思い出話はもっとありますが、最後にルイ・アラゴンという詩人を紹介します。彼は「学ぶ事は心に誠実を刻

むこと、教えるとは希望を語ること」という詩を第二次世界大戦中のナチス軍侵攻から逃れる際に残しています。

単に知識を得るのではなく、知識をどのように活かし、伝え、理解するのかを学ぶ必要があります。自分は教え

る前にまず学ぶ事をこの実習で痛感しましたが、皆さんもいろんなことを学んでみてください。そして、これか

ら北高に入る人に学ぶことの大切さを教えられる先輩になってほしいと思います。ここに感謝の意を表します。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「教育実習を終えて」 

近畿大学文芸学部文化・歴史学科４回生 松尾 航輔  

 

 兵庫県立加古川北高等学校の先生方、生徒の皆さん、３週間実習をさせて頂きありがとうございました。教科

は日本史を担当し、担当した２年３組と２年５組の生徒には下手な説明で迷惑をかけたかもしれませんが、少し

でも日本史が「暗記教科」から「考える教科」だと気づいてくれていたら光栄です。これからも、「なぜ」を意識

して日本史を学んでいってもらえたらと思います。また、ホームルーム担当の２年５組は看護クラスのため大半

の子が授業をしておらず、話す機会も少なかったですが、休み時間や帰り際などにたくさん話をしてくれて本当

にありがとう。看護を目指す皆さんが、将来医療職について多くの方の命を救っていく人になってくれることを

心から祈っています。日本史の授業をした３組とホームルーム担当の５組の生徒以外にも、廊下であった際や生

徒会活動に参加した際にたくさん話かけてくれた方、本当にありがとう。 

 ３週間という短い間でしたが、生徒の皆さんと様々な事を話し、一緒に遊んだり笑ったり悩んだり出来た事が

私にとって最高の思い出です。ありがとうございました。 
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「加古北のみんな、お世話になりました！！！！」 

大阪体育大学体育学部スポーツ教育学科４回生 長谷川 純矢  

   

３週間、教育実習ありがとうございました。とても楽しく貴重な経験をさせていただきました。体育ではサッ

カーを担当し、はじめはどうしたら楽しく積極的に取り組んでもらえるのか探りながらで苦労しましたが生徒た

ちの協力もあり、なんとかやり切ることができました。保健では楽しくてわかりやすかったと言ってくれる生徒

たちの優しさに感動しました。ＨＲでお世話になった１年６組のみんなは、いきなり来た自分をあたたかく迎え

てくれて気軽に話しかけてくれるとても温かいクラスで、ＬＨＲで行ったクイズ大会で見せた盛り上がりや、大

縄大会を見て、どのクラスにも負けない団結力を持っていると思いました。野球部にもお邪魔させていただき、

昔の自分を思い出しました。野球部ＯＢとして応援されるチームを目指して頑張って欲しいです。お世話になっ

た先生、そして生徒たち、とても充実した３週間をありがとうございました。これからもみんなの活躍を楽しみ

にしています！！ 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「加古川北高校のみなさんへ」 

大阪体育大学体育学部スポーツ教育学科４回生 森本 健太郎  

 

 先日は教育実習でお世話になりました。貴重な経験をさせていただきありがとうございました。みなさんにと

って実習期間の３週間は、ほんの一瞬のように過ぎていき記憶にも薄いものになったかもしれませんが、私たち

教育実習生にとっては、内容の濃い３週間で一生忘れることのないものでした。教育実習を母校である加古川北

高校で行えたことを大変嬉しく思います。 

私が担当した保健体育の授業では、生徒たちが楽しそうな顔で授業を受けてくれていて、その姿を見て私自身

も元気をいただきました。最初は「先生」と呼ばれることに違和感を感じていましたが、生徒のおかげで成長す

ることができました。 

「今しかできないことをしよう」と私は伝えました。高校生活はこの先の人生には存在しません。卒業した時、

社会人になった時、定年退職した時に「高校生活ほんとに充実していたなあ」と言えるものにしてください。 

 最後になりましたが、お世話になった先生の皆様、生徒のみんな、３週間本当にありがとうございました。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「３週間を通して」 

武庫川女子大学健康・スポーツ科学部健康・スポーツ科学科４回生 藤田 七海  

 

 最初は緊張していて生徒とどのようにコミュニケーションを取ればいいのか分かりませんでしたが、時間が経

つにつれてたくさん話せるようになりました。中には部活動での結果の報告をとても嬉しそうに話してくれる生

徒もいました。嬉しそうに話している姿を見て、私自身も嬉しかったですが、なにより、実習生の私に「先生聞

いて」と報告をしに来てくれたことがとても嬉しかったです。 

 大学で授業の行い方などは学んでいましたが、実際に生徒に対して授業を行うのは想像していた何百倍も大変

でした。保健の授業では緊張のあまり、自分で何を話しているのかが分からなくなっていました。それでもみん

な一生懸命聞こうとしてくれていて、もっと頑張ろうと元気付けられました。 

 ３週間はあっという間でしたが、たくさんの成長ができたと思います。北高で学んだことを活かして、良い教

員になれるよう頑張ります。 

 


